
２ 構造関係規定の見直し
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木造建築物の仕様の実況に応じた壁量基準等の見直し
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【参考】省エネ基準適合義務化
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※詳細は２月１２日、２月１３日に開催する「改正建築物省エネ法講習会」で説
明します。

省エネ基準適合義務の対象
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増改築時の省エネ基準適合
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適用開始時期
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省エネルギー基準
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住宅における外皮性能
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※地域区分はスライドP39参照
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一次エネルギー消費性能

55

国資料
P-66

省エネ基準への適合方法・手続き
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※地域区分はスライドP39参照
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新３号建築物は省エネ適判が不要なだ
けであり、省エネ基準適合は必要です。
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省エネ適判
必要

省エネ基準に基づく評価方法（戸建て住宅）

省エネ基準への適合方法・手続き
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住宅性能評価等を活用した省エネ基準適合の審査手続きの合理化
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住宅の仕様基準について

60

・建築物省エネ法における住宅の省エネ基準では、省エネ計算を行わず省エネ性能（省エネ基準・
ZEH水準）への適合を簡易に確認できる方法として仕様基準が定められており、各地域におけ
る気候特性に対応した「仕様基準ガイドブック」が作成されている。
・この仕様基準を用いる場合は、建築確認手続きにおいて「省エネ適合性判定」が不要となる。

住宅ローン減税の申請時
に活用可能


